
【取組内容】 アウトプット活動におけるICTの活用

・「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実
・情報活用能力の育成
・端末の日常的な持ち帰りによる家庭学習の充実

千葉県立東葛飾高等学校

様式Ⅰ-１

●ICTだからできる時間の共有（オンデマ
ンドとは逆の流れ）

●準備段階のブレインストーミングではリア
ルタイムでアイデアをクラス全体に共有

⇒エクセルのリンクを共有して、ウェブ上で
直接入力。

⇒ クラスメートのアイデアに答えるような形
でアイデアを増やしていける。

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

●小グループでの口頭による討議と併用・
同時進行

⇒ 「口頭のスピード ＞ 文字のスピード」
「小グループの規模 ＜ クラス全体」
どちらの良さも生かせる仕組み。



【取組内容】 デジタルノートの活用による「個別最適な学び」と「協働的な学び」の最適化

千葉県立東葛飾高等学校

様式Ⅰ- ２

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【目的】

Microsoft365のClassNotebookを利用することによりプリント管理をデジタルで一元化することができ，

板書等にかかる時間の削減したり，主体的な学習時間をより多く確保する。

【数学の授業における実践方法】

ClassNotebookを使用し、授業プリントや小テストを配布する。

＜メリット＞

・教師が生徒の机間巡視をしなくとも進捗状況をリアルタイムに把握することができる。

・ノートを回収して点検するなどの手間が一切かからない（ポートフォリオ化できる）。

・プリントの印刷にかかる時間及び費用を削減できる（定期考査以外は紙を使用しない）。

・秀逸な別解など，全体で共有したい内容を瞬時に共有できる。

・板書の必要性がなくなるので，一斉授業の形式を取らずに個々のペースで学習を進めることができたり，

グループで議論する時間をより多く確保できる

・YouTubeのリンクや数学ソフトウェアで作成した図を直接貼り付けることにより，Class Notebook上で直接生徒が

操作することができ，プリントを進めるだけの単純作業ではなく，多様な学習方法を習得できる。

＜デメリット＞

・端末を使用することにより，不具合（電池残量不足，通信トラブル，物理的な破損，忘れ物等）が授業プリントや小テス

トにはなかったトラブルも発生するため，複数の代替方法（スマホの代用，貸出機器の整備，紙のノートの利用等）を予

め考えておく必要がある

・コピーアンドペーストやウェブ検索，AIの併用などが容易に行えるため，小テストの点数を総括的評価として利用する

には不安がある。特に評価において，教科書を網羅しその内容の暗記力を問うような従来のカリキュラム

（ H. Lynn Erickson の「事実とスキルを基盤とした2次元のカリキュラム」）とは相性が悪い。



【取組内容】 デジタルノートの活用による「個別最適な学び」と「協働的な学び」の最適化

千葉県立東葛飾高等学校

様式Ⅰ- ２

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

数学ソフトウェアで作成した立体図
のリンクを貼り付けると，
ClassNotebook上で自由に動かすこと
ができる



【取組内容】 校務DX 保護者の遅刻・早退・欠席連絡のデジタル化

千葉県立東葛飾高等学校

様式Ⅰ- ３

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【目的】

Microsoft365のFormsやPowerApps，PowerAutomateを利用して保護者からの遅刻・早退・欠席連絡をTeamsで

受け取れる仕組みを作ることにより事務職員や担任の負担を軽減する。

PowerAppsで作成した入力画面 Formsで作成した入力画面

【連絡の流れ】

① Formsで作成したフォームまたは、

 PowerAppsで作成したアプリ

どちらかの方法で保護者が入力

↓

② PowerAutomateをすることにより、

 Teamsの専用チャネルに自動通知

↓

③ 担任等が確認する

※ 従来の電話連絡も利用可能

【成果】

導入前と比べて電話連絡は欠席者数の

１割以下に減少した。



【取組内容】 校務DX 保護者の遅刻・早退・欠席連絡のデジタル化

千葉県立東葛飾高等学校

様式Ⅰ- ３

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

PowerAutomate経由でTeamsの専用チャネルに投稿されている様子

過去のデータを一覧で把握で
きるようにPowerAppsでアプ
リも作成した



【取組内容】 校務DX 施設・備品のデジタル予約管理システム

千葉県立東葛飾高等学校

様式Ⅰ- ４

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【目的】

Microsoft365のPowerAppsを利用して従来の紙の予約表をデジタル化することで管理業務を効率化する

PowerAppsで作成した予約用アプリ



【取組内容】 校務DX 施設・備品のデジタル予約管理システム

千葉県立東葛飾高等学校

様式Ⅰ- ４

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【成果】

管理者を直接訪ねなくても予約状況を確認できるようになった。また，予約のブッキングや物品の返却漏れが減少した。

Teamsのチャットに 申請が届く

施設・備品の管理者用アプリ

施設・備品毎に予約の管理ができるようにしてある

申請者側のチャットに結果が通知される



【取組内容】 校務DX 資料のペーパーレス化・連絡のデジタル化
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様式Ⅰ- ５

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【目的】

Microsoft365のTeamsを利用して連絡事項を全てデジタルに一元化することにより、情報共有が効率化され、紙の使用量を

削減する。

【成果】

朝会での発言等で連絡を行なっていた時代に比べて情報発信が活発になり，職員間での情報共有がより密になった。

また，セキュリティポリシーの観点からインターネット上に挙げるべきではない情報を除き，会議資料をデジタル化した

ことで時間及び費用を削減できた。印刷代については年間１００万円以上のコスト削減に成功した。

Teamsの教職員専用チームのチャネル一覧 職員会議用のチャネルに
作成した資料置き場

各チャネルの投稿の一例


